
業務用ロスナイ
天井埋込形 モデルチェンジ概要

（1）DCマイコン
（2）DCリプレースマイコン
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換気の重要性と
業務用ロスナイ（天井埋込形）
ＤＣマイコンシリーズのご提案

三菱電機株式会社 中津川製作所 営業部

中・大規模業務用施設様向け



１．換気の重要性
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政府の注意喚起



２．必要換気風量の考え方の変化

厚生労働省は
建築基準法『毎時２０㎥』と
比較して多い換気風量を推奨

β建築物衛生法



２．必要換気風量の考え方の変化
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◆空気環境維持の管理基準
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◆空気環境管理基準項目不適率の経年変化
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２．必要換気風量の考え方の変化

増加傾向にある必要換気風量
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３．密閉空間となりやすい（店舗等）の換気の実情

夏期に向けて直面する課題
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３．密閉空間となりやすい（店舗等）の換気実情

店舗の課題に対してロスナイ導入によるメリット
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厚労省が推奨する換気についての考え方
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４．必要換気風量の増加と新型DCマイコンシリーズ



換気の重要性の高まりとDCマイコン機種の特長
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４．必要換気風量の増加と新型DCマイコンシリーズ

特長
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DCマイコンの特長



４．必要換気風量の増加と新型DCマイコンシリーズ
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ポイント（１）
選定機種をワンランク上げなくても余裕のある換気風量を確保し、設計上の必要
換気風量アップに対応



現行品 LGH - N50RX3 （100V 60Hz ）ロスナイ換気時強ノッチ33dB 、特強ノッチ35dB
現行品 LGH - N65RX3 （100V 60Hz ）ロスナイ換気時強ノッチ35dB
新商品 LGH - N50RXW （100V / 単相200V 50/60Hz ）ロスナイ換気時強ノッチ33.5dB 、

特強2ノッチ37dB
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４．必要換気風量の増加と新型DCマイコンシリーズ
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ポイント（１）
選定機種をワンランク上げなくても余裕のある換気風量を確保し、設計上の必要
換気風量アップに対応
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(2) ⅝ᵮ

４．必要換気風量の増加と新型DCマイコンシリーズ
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ポイント（２）
フィルター圧損等、運転に伴い増加する圧力損失に対して換気風量の低下を
抑制し、設計時換気風量を確保
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５．ウィルス感染対策と居室空間内空気圧バランスの最適設定

ポイント（３）
居室空間内空気圧バランスのきめ細かい設定ニーズへの対応力アップ
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給気 排気

排気

給気

給気

排気

５．ウィルス感染対策と居室空間内空気圧バランスの最適設定
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ポイント（３）
居室空間内空気圧バランスのきめ細かい設定ニーズへの対応力アップ
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ロスナイ単体で
約38% の省エネ

CO2 Ạ Ỗ PGL- 62DR
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６．必要換気風量増加と省エネ性の確保の両立

ポイント（４）
設計上の必要換気風量増に対し、（人感・CO2）センサーとの連動により
「密ではない」ケースでは換気風量調整による省エネ運転を実現
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※1 新商品（「CO2センサー」装着時）は未装着時
と比べて約27% 省エネ（前ページの通り）

※2現行品は「CO2センサー」の自動学習機能ON
です
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６．必要換気風量増加と省エネ性の確保の両立

ポイント（４）
設計上の必要換気風量増に対し、（人感・CO2）センサーとの連動により
「密ではない」ケースでは換気風量調整による省エネ運転を実現
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６．必要換気風量増加と省エネ性の確保の両立

ポイント（４）
設計上の必要換気風量増に対し、（人感・CO2）センサーとの連動により
「密ではない」ケースでは換気風量調整による省エネ運転を実現
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６．必要換気風量増加と省エネ性の確保の両立

ポイント（４）
設計上の必要換気風量増に対し、（人感・CO2）センサーとの連動により
「密ではない」ケースでケースでは換気風量調整による省エネ運転を実現
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７．全熱交換器の有効換気量率と新ＪＩＳ規格対応

ポイント（５）
2017 年に改正された全熱交換器に関するＪＩＳ規格の厳格化にも対応し、
業界№１の有効換気量率を達成

ɋJIS ҉ϫ π∆
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７．全熱交換器の有効換気量率と新ＪＩＳ規格対応

ポイント（５）
2017 年に改正された全熱交換器に関するＪＩＳ規格の厳格化にも対応し、
業界№１の有効換気量率を達成
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排気

外気

還気

給気

排気

外気

給気

還気

回転形静止形

ロスナイ他

全熱交換器には
右のような形が
あります。

静止形 回転形

構造・原理 ＜透過式直交流形＞ ＜蓄熱・蓄湿式対向流形＞

処理風量
40～25,000㎥/ｈ

小～大

100～63,000㎥/ｈ

大風量がメイン

エンタルピ交換効率 ○ ◎

エレメントの目詰まり
有

掃除機により清掃可能

有

清掃が困難

空気漏れガスの移行率 ○ △～×

細菌移行率
○

給・排気風路が別

△

同じ穴を給排共用

７．全熱交換器の有効換気量率と新ＪＩＳ規格対応
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ポイント（５）
2017 年に改正された全熱交換器に関するＪＩＳ規格の厳格化にも対応し、
業界№１の有効換気量率を達成
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（１）令和2年度補正予算〈案〉概要 【環境省】
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８．ロスナイに関連する補助金情報
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８．ロスナイに関連する補助金情報

（１）令和2年度補正予算〈案〉概要 【環境省】

ᾝ֖Љ ѻ ỉεἽ ; ỆẐ

╚ ʼ

※当社業務用ロスナイ５００㎥/h タイプ１台使用時と非熱交換型換気扇の比較
冷房時3.5 か月、暖房時3ヶ月、空調機成績係数3.19 （夏期）、3.6 （冬期）電気料金27 円/ｋWh（税込）にて当社試算

500㎥/ｈタイプ
価格：310,000円※

※工事費を含まない製品希望小売価格

1台当たり電気料金を年間約55,000円※削減
実質負担額は

約105,000円（推定）ᶾ
約２年で回収

中小企業に対する
補助率は
２／３

※使用条件により効果は変動します



（２）令和2年度補正予算〈案〉概要（一部抜粋）【厚生労働省】
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８．ロスナイに関連する補助金情報
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業務用ロスナイ
天井埋込形 モデルチェンジ概要

（1）DCマイコン
（2）DCリプレースマイコン
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